
最新値 目標値 達成度 評価
指標の

ウエイト

1 a 1,127 1,470 76.7% b 1.00

2 a 492 300 164.0% a 1.00

3 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

4 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

5 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

6 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

a ａ

２　市民生活実感評価　　*この評価は，毎年５月頃に実施している京都市市民生活実感調査のアンケート結果を基にしています。
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施策番号 2302

施策名 既存建築物の安全性の向上

　定期報告，査察その他の調査の際に，既存建築物の避難上，防火上その他安全上
の指導を徹底することにより，既存建築物の安全性を向上させ，既存建築物におけ
る災害や事故から市民のいのちと暮らしを守る。

１　客観指標評価

概要

施策に関係する
主な分野別計画等

京都市建築物安心安全実施計画

担当局・部室

上位政策 23　建築物

都市計画局・建築指導部

施策の評価
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共管局・部室

市民生活実感調査総合評価
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３　総合評価（客観指標総合評価＋市民生活実感調査総合評価）

ａ ｃ

24
年
度

＜この施策を構成する事務事業＞

1 50,378 26,437

2 － 36,086

3 11,411 16,899

4 297,904 684,598

5 13,620 9,862
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＊予算額には人件費及び施設管理に係る経費を含みます。

＜今後の方向性＞

重み付け

事業名

B

（重み付けの理由）
　既存建築物の安全性の向上は，すぐには市民に実感されにくいので客観指標評価を重視する。

（原因分析）
【客観指標】定期報告未提出の建物管理者に対し，報告するよう督促を行うとともに，報告内容が優れない建
築物及び他の地域で大きな事件事故があったものと同用途の建築物について査察を行ったため，対象建築
物の定期報告数及び既存建築物の査察その他調査の件数が増加し，対象建築物の定期報告件数はa→b
評価に，既存建築物の査察その他の調査件数は3年連続a評価となり，ともに安定した評価で推移している。
【市民の実感】既存建築物の安全性の向上は，一見して変化が分かるものではないため，市民の実感には反
映されにくいと考えられ，昨年度に引き続きｃ評価となっている。

施策の目的がかなり達成されている

25
年
度

今後の方向性の検討

吹付けアスベスト除去等助成事業

建築物の耐震対策

建築物の防災に対する事務

B

B

□　市民の実感☑　客観指標

事業費の状況（千円）

25年度
決算額

26年度
予算額

民間社会福祉施設等耐震診断助成

歴史的建築物保存・活用推進事業

●既存建築物における災害や事故を未然に防ぐため，建築物の劣化等の状況把握及び査察に積極的に
取り組み，安全指導と違反是正を徹底する。
●定期報告対象建築物を拡大し，管理者に対し既存建築物の避難上，防災上その他安全上の指導を徹
底するとともに，定期報告制度周知リーフレットなどを活用しながら，既存建築物の安全性の向上に
対する所有者等の意識を啓発し，適切な維持管理，定期的な安全点検及び計画的な改修・修繕の促進
等により，市民の皆様に地震や火災に強い建物が増えていると実感できるよう取り組む。

担当局
26年度事務事業評価結果
における目標達成度評価

保健福祉局

都市計画局

都市計画局

都市計画局

都市計画局

悪い

－

悪い

かなり悪い

普通



１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 76.7%

数値 目標年次 達成度

数値 8,000件 32年度 14.1%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a a b

１　指標の説明

２　指標の意味 ３　算出方法・出典等

４　数値

達成度

数値 164.0%

数値 目標年次 達成度

数値 2,000件 32年度 24.6%

５　評価基準 ６ 基準説明 ７ 評価結果

24 25 26

a a a

目標値に対する達成度(％)
a:100％以上
b:80％以上100％未満
c:60％以上80％未満
d:40％以上60％未満
e:40％未満

実施予定数の100％以上を施策の目標達
成として，100％以上をa,以下20％刻み
で基準を設定した。

全国順位
中長期目標

46件増 300

根拠

安全指導の必要性や重要性が高い既存建
築物の数を推計

数値 根拠

32年度の目標である2,000件の達成のた
めに当年度達成すべき数値

備考

建築基準法第12条第5項の報告徴収及び同条第6項の立入調査の件数並びに法律に基づかない査察その他調査の件
数の合計

行政による査察等によって，安全性と適法性の
状況が確認された既存建築物の数

算出方法：建築基準法第12条第5項の報告徴収及び同条第６項の立入調
査の件数並びに法律に基づかない査察その他調査の件数の合計
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

446 492

指標名 既存建築物の査察その他調査の件数（件）

担当課 建築安全推進課 連絡先 ２２２－３６１３

最新数値の目標値に対する達成度が
a ：80％以上
b ：60％以上80％未満
c ：40％以上60％未満
d ：20％以上40％未満
e ：20％未満

定期報告の提出率の全国平均（22年
度：68.4%）を踏まえ，拡大予定数の
80％以上を施策の目標達成として，
80％以上をa,以下20％刻みで基準を設
定した。

全国順位
中長期目標

570件増 1,470

根拠

拡大予定の定期報告対象建築物の総数を
推計

数値 根拠

32年度の目標である8,000件の達成のた
めに当年度達成すべき数値

備考

建築基準法第12条第1項の定期報告の数

建築物が安全かつ快適に活用されていることの
調査状況を示す指標

算出方法：建築基準法第12条第1項の定期報告があった
既存建築物の総数
出典：事業担当課調べ

前回数値 最新数値
推移

目標値

24年度 25年度

557 1,127

担当課 建築安全推進課 連絡先 ２２２－３６１３

施策名 2302 既存建築物の安全性の向上

指標名 対象建築物の定期報告数（件）


